参考資料：　学習プリント（帯活動用）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      指令No.1

                           　  Class1-      Name                             

	今日の任務：１．「以下の人物を探し出し、その人物のサインを入手せよ。」

　　　　　　２．「グループへ戻り、メンバーに報告せよ。」


1 [image: image2.wmf]納豆好きを３人

2 ゲームボーイを所持するもの２人



3 Tom Cruise（トム・クルーズ）を知っているもの１人

◆結果　   〔　　Cleared    not cleared　　〕

参考資料：　学習プリント（友達紹介用）

Lesson６  “School in the USA”
                                      Class1-    Name                           

	君の友達はどんな人物？

～友達の情報をたくさん集め、紹介文を作ろう。～

　　　　　　　　　　　　　　　　＊反応を大切に！


〔１〕例にならって友達と対話をし、Yesの答えには○、Noの答えには×を書いてみよう。

　　　　例）　Ａ： Do you like sushi?

Ｂ：  Yes, I do. (I like sushi.) 

No, I don’t. (I don’t like sushi.)　

Ａ： あいづち、確認、感想など

	Ｎａｍｅ
	like
	play
	have

	
	sushi
	natto
	
	the

piano
	the

guitar
	
	dog
	cat
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


〔２〕友達について書きまとめてみよう。

likeを使って:
(likes)

playを使って:

(plays)

haveを使って:

(has)
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	これが私の友達です！

　　　～友達紹介文を作ろう～


＊自分と相手以外の第三者について表すとき
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Class1-    Name                           
〔紹介で使える表現〕

This is my friend,  名前 .

He(She) is  年齢 .

He(She) is a 　　　　　　　　 fan.　

⇒スポーツ、チーム、芸能人、バンドなど

He(She) likes  好きなもの  (very much).

  　　 　　　　　⇒食べ物、飲み物、教科、人物、趣味…

He(She) plays  スポーツ  (well).

He(She) plays the  楽器 .

He(She) has a  ペット .

He(She) lives in  地区名 .


〔友達紹介文〕　　　　　　　
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〔交流の記録〕

　話した相手　　　　人（同性　　人・異性　　人）

この単元の活動の中で目指す姿

	話し手は「相手の反応や理解度を確かめながら話すこと」

聞き手は「相づちや質問で積極的に反応し、納得するまで聞く」


そのために　こんな表現を使いこなそう！

　話し手：　まずは大きな声ではっきりと

「自分の言うことを相手が理解しているか確認」

→文を言った後にO.K.?
　聞き手：  相手の顔を見ながら、うなずきながら

「相手の言ったことが分かったとき」　→O.K. 

「意外なことを聞いたとき」　　　　　→Really?
「自分も」というとき　　　　　　　　→Me too.

「もう一度言って欲しいとき」　　　　→ Pardon?

「ああ、そうなの」 　　　　　　 　  →Do you?  Does he?
「相手の言ったことを繰り返して確認」→ Oh,            .

「感心して、いいなと思って」　　　　→Nice.  Good.
「参ったなあ」　　　　　　　　　　　→Oh, No! / No!
「やった！」　　　　　　　　　　　　→Yes!
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	お互いに相手を意識しながら友達紹介をしよう。

相手の言ったことに反応しながら

　　　　                      相手に伝わるように


Class1-    Name                        

【使えたかどうかチェックしよう。】

	こんなとき
	こんな表現をどんどん使ってみよう
	チェック欄

	話しながら

（紹介しながら）
	「自分の言うことを相手が理解しているか確認」→O.K.
	

	聞きながら


	「相手の言ったことが分かったとき」　→O.K. 
	

	
	「意外なことを聞いたとき」 　　　→Really?
	

	
	「自分も」というとき　　　　　　　→Me too.
	

	
	「もう一度言って欲しいとき」　　→ Pardon?
	

	
	「ああ、そうなの」 　      　→Do you?  Does he?
	

	
	「相手の言ったことを繰り返して確認」 Oh,        .
	

	
	「感心して、いいなと思って」   →Nice.Good.
	

	
	「参ったなあ」　　　　　→Oh, No! / No!
	

	
	「やった！」　　　　　　　　　　　→Yes!
	


【人物紹介で使える表現】

This is my friend,  名前 .

He(She) is  年齢 .

He(She) likes  好きなもの  (very much).

  　　 　　　　　⇒食べ物、飲み物、教科、人物、趣味…

He(She) plays  スポーツ  (well).

He(She) plays the  楽器 .

He(She) has a  ペット .

He(She) lives in  地区名 .


【活動の記録】

　　紹介した友達：

　　紹介した相手：　　　　　人（同性　　　人・異性　　　人）

参考資料：　学習プリント（人物推測クイズ用）
Lesson６  “School in the USA”
                                      Class1-    Name                           

	知りたいことを積極的に質問し、その答えに反応しながら、人物推測クイズを解き合おう。


人物リスト

	Name

（カードの人物）
	play
	like
	have

	
	
	
	
	
	
	

	Tadahiko
	○
	○
	×
	×
	×
	○

	Ryosuke
	×
	×
	○
	×
	○
	×

	Daisaku
	○
	×
	×
	○
	×
	×

	Kenji
	×
	○
	○
	×
	×
	○

	Naoto
	○
	○
	○
	○
	○
	×

	Risa
	×
	×
	○
	○
	○
	×

	Yuko
	○
	○
	○
	×
	×
	○

	Yukari
	○
	×
	○
	○
	×
	○

	Noriko
	○
	○
	○
	×
	×
	○

	Marina
	×
	×
	○
	○
	○
	×











諸君の健闘を祈る！








